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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨
　看護局の方針の浸透と組織的な委員会活動の推進を目的に、平成15年4月から看護局の委員会に各
部署の看護師をリンクナースとして参加させた。1年を経過し、リンクナース導入後の現状と今後の
課題を明らかにする目的でリンクナース、および部署の看護科長にアンケート調査を行なった。その
結果、リンクナースを参加させた委員会活動を継続するための示唆を得られた。
　　　　　　　　　はじめに
　北海道社会保険病院では、平成15年4月から看護
局の方針の浸透を図るとともに組織的な委員会活動
の推進を期待し、看護局の全ての委員会に各部署か
ら選出された看護師（以下リンクナースとする）を
参加させることにした。1年を経過し、リンクナース
が自己の活動についてどのように評価しているか、
看護科長はリンクナースの活動をどのように捉えて
いたか把握するためにアンケート調査を行った。そ
の結果、看護局委員会のリンクナース制度における
現状と今後の課題の示唆を得たので報告する。
　　　　　　　　　研究目的
看護局委員会に導入したリンクナース制度の現状
と今後の課題を明らかにする。
　　　　　　　　　用語の定義
　リンクナース1本研究では、各部署から選出され
た、看護局の委員会と部署との連携役の他、委員会
活動を補助する役割をもつ看護師をいう。
　　　　　　　　　研究方法
1）調査期問：平成16年2月27日～3月10日
2）調査対象：6委員会のリンクナース57名、看護
科長10名
3）調査方法：質問紙調査（留め置き法）
4）調査内容：質問項目は独自に作成した。リンク
ナースには①選出方法、②役割の認識、③活動へ
　の関心、④活動に対する自己評価、⑤感想を質問
　した。看護科長には①選出方法、②役割の説明の
有無、③活動に対する評価、⑤感想について質問
　した。
5）分析方法：回答の集計結果と感想を分析した。
6）倫理的配慮：無記名での回答を依頼し、発表に
　際し許可を得た。
　　　　　　　　　結　　果
1）回収率：リンクナース　93％（有効回答率
87．7％）看護科長　！00％（有効回答率　90％）
2）リンクナースの属性：平均年齢34，8歳　看護師
経験年数13．3年
3）リンクナースの選出方法（図！）：リンクナース
の回答は、上司の推薦が最も多く90％だった。看
　〈リンクナース〉
　　　　話し合い
　　　　　4％　　自薦騨（ぢ
〈看護科長〉
自薦による募集　2名
看護係長と相談　4名
看護科長の判断　3名
その他　　　　　2名
図1　リンクナースの選出方法
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図2　リンクナースの役割の認識
護科長は、自薦による募集、看護係長と相談、看
護科長の判断に分かれた。
4）リンクナースの役割の認識（図2）：リンクナー
　スが役割について知ったのは上司からの説明20％、
委員会での説明37％、実際に活動してから36％に
分かれた。看護面長は、リンクナースの役割につ
いて部署の会議で話したり、必要と判断したリン
　クナースには説明していた。
5）リンクナースの活動への興味・関心：実際に活
動してからが68％だった。
6）リンクナースとしての活動の自己評価（図3、
　図4）：①委員会の意向に沿った部署での働きか
　け：「できた」と「だいたいできた」を合わせると、
70％だった。②活動をするため上司と相談二「ほと
　んど相談した」、「時々相談した」を合わせると80％
　になった。③職場の協力：「得られた」が70％だっ
　た。④活動の困難さ：「あった」、「時々あった」を
合わせると76％になった。理由は、休日や勤務帯
　における委員会への出席、同僚への気兼ねだった。
7）看護科長の期待、支援と評価（図5）：①リンク
ナースに期待すること：部署と委員会の連携役、
委員会の決定事項の実践・チェック、病院・看護
局の方針を身近に知る、組織における役割を自覚
する、個人の成長など多くのことを期待していた。
②リンクナースへの支援：勤務⊥の配慮、活動状
況の把握、相談・助言等の順に行っていた。③リ
　ンクナースの活動の評価：「期待通り」「だいたい
期待通り」で100％になった。
■リンクナースへの期待
・部署と委員会の連携役
・決定事項の実践・チェック
・個人の成長
・組織における役割の自覚
・病院、看護局の方針の理
解
■リンクナースへの支援
・勤務上の配慮
・活動状況の把握
・相談、助言
・部署での報告時の支持
図5　看護科長による評価
〈部署での働きかけ〉
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〈上司と相談〉
　　　　　ほとんしなか轡、
図3　リンクナースの自己評価（1）
8）感想：リンクナースの感想は、部署からの質問
に対する回答が欲しかった、委員会の開催日の変
更、他のリンクナースと活動でき楽しかった、勉
強になった等であった。看護科長からは、リンク
ナースからの情報が浸透しやすくなった、役割意
識を持ちリーダーシップを発揮できていた他、開
催国の調整、制度の継続を希望する意見が多くあ
　げられた。
〈部署の協力〉
謡歌
〈活動の困難さ〉
　　　　　あった冷．
　　　　　愉
図4　リンクナースの自己評価（2）
　　　　　　　　　考　　察
　リンクナースの選出については、看護科長の推薦
が9割を占めた。リンクナースの平均年齢、看護師
経験年数から、看護科長は部署においてリーダー的
な役割を持っている中堅の看護師を適任者に選んで
いたと考えられた。
　リンクナースが役割を認識したのは、委員会での
説明、実際に活動してからが多く、委員会参加前に
役割の説明を受けていたとしても具体的なイメージ
を持てなかったことが推察された。参加する委員会
によって具体的な活動内容に違いがあることも関係
していると考える。
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図6　リンクナースの活動と関連
　リンクナースの活動と委員会、部署との関連を図
6に示した。（図6）
　リンクナースの活動についての自己評価では、上
司と相談しながら、部署の協力を得て7割のリンク
ナースが部署での働きかけができたと評価していた。
この結果は、看護園長のリンクナースへの支援とし
てできるだけ勤務上の配慮をし、活動内容を把握し
ながら相談、助言を行うなどの行動にも支えられて
いたと考えられた。しかし、リンクナースの7割が
活動上の困難を感じていた。その理由が委員会の出
席や同僚に対する気兼ねであったため、解決策とし
て部署での業務分担の配慮、代理出席など協力体制
の整備、委員会の開催日や開始時間の調整が必要で
あると考える。
　看護楽長によるリンクナースの活動の評価は期待
通りという結果であった。看護面長の感想にあげら
れた、情報の浸透、リンクナースの役割意識、リー
ダーシップの発揮等と併せて総合的に評価した結果
である。
　以上のように、リンクナース制度の現状として、
リンクナースの役割の認識に個人差が生じていたこ
と、上司の支援や職場の協力を得て役割を果たして
いるがリンクナース自身は活動が困難であると感じ
ていたことが明らかになった。
　委員会の活動は、小集団活動である。組織の活性
化、組織目標を実現させる一手段としての小集団活
動の成果については多く報告されている1周。リン
クナースは小集団活動の参加者であり、部署からの
代表者である。小集団は、それぞれの役割が明確に
なり、何をなせば良いかわかることで安定度も増し、
成果に影響すると言われている3）。リンクナースが
与えられた役割を理解し持てるカを結集して活動で
きることは、委員会活動の成果を⊥げるだけでなく
部署においてもよい影響をもたらす。そのためには、
リンクナースの役割、任期等の明文化、さらに各委
員会における具体的な活動目標を明確にすることが
必要である。また、部署での協力体制、全体的な委
員会の開催日の調整が課題として明らかになった。
　　　　　　　　　結　　論
1）リンクナースの7割は、与えられた役割を遂行
　していたが、活動の困難さを感じていた。
2）リンクナース制度を継続するためにリンクナー
スの役割、任期等をさらに明確にし、部署での協
力体制の整備、委員会の開催日の調整が課題であ
　る。
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